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令和６年１２月２５日 

No.１１（冬休み号） 

よい年をおむかえください🎍 

行事が盛りだくさんの後期でしたが、あっという間に過ぎていきました。子供たちは高学年として、行事を通し

て、やり通すことの大切さを学び、達成感を味わってきました。 

いよいよ楽しみに待っていた冬休みです。どの子供たちにとっても、充実した、そして思い出に残る時間となっ

てほしいと願っております。また、ご家族で過ごす時間もかけがえのないものです。ぜひ、この機会にご家族で楽

しい冬休みを過ごしてください。 

最後になりましたが、今年も、様々な面で保護者の皆様に大変お世話になりました。温かいご理解とご協力、あ

りがとうございました。来年はいよいよ最高学年になります。残り 3 ヶ月でさらに力をつけられるよう、担任も子

供たちと一緒に頑張っていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【冬休みの課題】 

 

【冬休み明けの予定】 

 １月８日（水） ９日（木） １０日（金） 

予定 
４時間授業 

全校朝会 

５時間授業 

安全指導 

5時間授業 

 

給食 × ○ ○ 

持ち物 

・冬休みの課題 

・防災頭巾  

・体育館履き 

・なわとび 

配布される予定表を確認してください。 

□ 国語 
漢字テスト勉強 範囲：漢字ドリル ～２３ 

冬休み明けにテストします。 

□ 算数 （提出あり） 
ショートテスト ９～１２ 単位量あたりの大きさ・面積の復習をしましょう。 

面積は冬休み明けテストをします。 （１～８もやってもOK）  

□ 理科・社会 

復習プリント  

ロイロノート「特別活動」「冬休みの課題」に配信したカードに取り組みましょう。 

終わったら丸付けをして、提出箱に提出してください。 

□ 読書 

午前読書について 

一寺小では週３回朝読書に取り組んでいます。朝に読書をすることで集中力がアップ

し、落ち着いて１日を始められています。冬休みも午前中に読書をする「午前読書」に

取り組みましょう。 

□手伝い 
５年生になり、家庭科では調理や掃除の学習をしています。家族の一員として、自分

から積極的に手伝いましょう。 

□書き初め「初春」練習 

 （自由課題） 

年明けに書き初めを行います。筆や硯などもしっかり洗っておきましょう。 

お手本は授業内で配布しました。 

□ 縄跳び １月から短縄タイムが始まります。自分で目標を立て、進んで体を動かしましょう。 

裏面あります。 



【お知らせ】 

★持ち物について★ 

 【持ち帰ったもの】 

防災頭巾、習字セット、体育着、体育館履き、リコーダー、鍵盤ハーモニカ、理科、社会、テストファイル 

 ※しっかり洗ったり、宿題のために確認したりしてください。 

【任意で持ち帰ったもの】 

お道具箱、絵の具セット、その他の教科 

 ※学校で整理整頓し、足りない物を確認しました。のりや色鉛筆、クレヨン、絵の具など補充が必要な場合は、

ご用意をお願いします。ノートなどもページが少ないものもありますので同じ規格のものをご用意ください。 

 ※学習用に色ボールペンの使用を許可していますが、本数が多い場合があります。適切な色と本数をもってく

るようにお願いします。 

 

★安否確認について★ 

 冬季休業明けの安否確認について 

冬休み明けの 1月８日に欠席や遅刻をする場合には、8：１０までに必ず COCOO等でご連絡ください。万が一、

ご連絡が無い場合には、お子様の状況を電話で確認させていただきます。 

 

★社会科見学について★ 

 1月 23日（木）に社会科見学に出かけます。当日はお弁当のご用意をお願いします。詳細については、年明けに

しおりと共にお知らせします。 

 

★学校公開について★ 

 1月１７（金）・18日（土）は学校公開になります。17日（金）は２・３・５時間目、18日（土）は2時間目を参観する

ことができます。ぜひ子供たちの様子を見に来てください。 

 

★なわとびについて★ 

「なわとびカード」が配布されています。冬休みの間、カードを見ながら目標達成に向けて取り組んでみてくだ

さい。なわとびカードは、冬休み明けにも使います。 

また、冬休みの間に縄の長さが適切な長さになっているか確認をして、調整をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１４日（火）から「短縄タイム」、１月２０（月）から「短縄ギネス」が始まります。冬休み明けから取り組みが始ま

りますので、１月１４日（火）までに必ず縄跳びを持たせてください。 

 

 

＜縄の長さの調整方法＞ 

お子さんの使っている縄跳びを両足で踏んで、そのまま上に引っ張っ 

てください。 さらに両ヒジを直角に曲げた状態で横に開いて、へその 

辺りで縄跳びが弛み無く伸びたらちょうどよい長さです。 

ここで両ヒジが上に上がっていたら長すぎて、反対に下がっていたら 

短すぎるのでご注意ください！ 


